
学校の風景㉞ １０月１７日（火）～２０日（金）

■１０月１７日（火）１年防災学習「防災フォトスカベンジャーハント」

防災の観点から「地域」を歩いて、災害時に必要なもの

や施設などを探し出すウォークラリーを行いました。生徒

は15班に分かれ、協力しながら19のミッション（①AED

を探せ、②消火栓はどこか、③指定避難所を２カ所見つけ

よ・・・などを見つけて写真に納める）をクリアするため、

地図を見ながら行き先の優先順位を相談し、まち歩きを行

いました。生徒たちは、相談（対話と合意形成）と協働により、すべてのミッションをク

リアする班がとても多く、予想以上でした。

帰校後は、避難所で食事をすることを想定して、体育館を会場に給食を食べました。そ

の後のまとめ・振り返りでは、強風時の看板、地震時の塔、冠水時のマンホール穴など、

災害時に気をつけなければならいものや、防災の機能があるもの、工夫することで被災時

に活用できるものなど、多くのことに気づいたという感想が寄せられました。

全体会・講評では、この経験を活か

して、日頃の備えや、対話・合意形成

・協働を大切にしてほしい。また、東

日本大震災や帯広での大雨時に、中学

生が避難誘導や避難所運営の手伝いを行い、「地域の要」になっていたというお話があり、

生徒は深くうなづいていました。

「地域のために何ができるか」を考える防災学習は、後日、２年生（避難所設営）、３年

生（避難所運営）へとつながっていき

ます。３年間を通して学び、「地域の

宝」として卒業できるように取り組ん

でいきます。

■１０月２０日（金）緑園中エリア「公開研究会」（森の里小学校）

「緑園中エリア公開研」は、緑園中学校・開西小学校・森の里小学校の３校で順番に実

施しています。今年度は森の里小学校を会場に行われ、本校・開西小・幼稚園・保育園・

学童の職員、コミュニティースクール協議委員が参加しました。エリアでの研修や交流を

通して、子どもたちの学びがより充実していくよう、今後も連携を進めていきます。


